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(57)【要約】
　カーペット用クッションはポリマー組成物層をカーペット用クッションにもしくはその
上に接着させており、ポリマー組成物層は、脂肪酸変性アイオノマーを含み、本質的にそ
れからなり、それからなり、またはそれから生成され、エチレン含有ポリマーとブレンド
または共押出されていてもよく、アイオノマーはエチレンコポリマーおよび脂肪酸を含み
、本質的にそれからなり、それからなり、またはそれから作製される。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　フィルムまたはシートを含むカーペット用クッションであって、
　前記フィルムまたはシートは、クッションに取り付けられ、またはクッションと接触し
ており；
　前記フィルムまたはシートは、組成物を含み；
　前記組成物は、脂肪酸変性アイオノマーおよび場合によりエチレン含有ポリマーを含み
、またはそれらから生成され；
　前記脂肪酸変性アイオノマーは、酸コポリマーおよび脂肪酸を含み、またはそれらから
生成され；
　前記酸コポリマーは、エチレン、不飽和カルボン酸、および場合により軟質化モノマー
から誘導される繰返し単位を含み；
　前記カルボン酸は、（メタ）アクリル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マ
レイン酸、無水フマル酸、マレイン酸、マレイン酸半エステル、またはそれらの２つ以上
の組合せを含み；
　前記酸コポリマー、脂肪酸、または両方の酸部分は、金属イオンで部分または完全中和
され；かつ、
　前記エチレン含有ポリマーは、エチレン、および場合によりビニルアセテート、アルキ
ル（メタ）アクリレート、一酸化炭素、無水マレイン酸、マレイン酸誘導体、またはそれ
らの２つ以上の組合せから誘導される繰返し単位を含む１つまたは複数のポリマーを含む
、クッション。
【請求項２】
　酸コポリマーおよび脂肪酸の酸部分の約１００％が中和されている、請求項１記載のク
ッション。
【請求項３】
　フィルムまたはシートが、クッションと接触しており；
　酸コポリマーは、エチレン／（メタ）アクリル酸コポリマー、エチレン／（メタ）アク
リル酸／ｎ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン／（メタ）アクリル酸／
イソ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン／（メタ）アクリル酸／ｔｅｒ
ｔ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン／（メタ）アクリル酸／メチル（
メタ）アクリレートコポリマー、エチレン／（メタ）アクリル酸／エチル（メタ）アクリ
レートコポリマー、エチレン／マレイン酸およびエチレン／マレイン酸モノエステルコポ
リマー、エチレン／マレイン酸モノエステル／ｎ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマ
ー、エチレン／マレイン酸モノエステル／メチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチ
レン／マレイン酸モノエステル／エチル（メタ）アクリレートコポリマー、またはそれら
の２つ以上の組合せを含み；かつ、
　エチレン含有ポリマーは、エチレンビニルアセテートコポリマー、エチレンメチルアク
リレートコポリマー、エチレンメタクリレートコポリマー、エチレンエチルアクリレート
コポリマー、エチレンブチルアクリレートコポリマー、またはそれらの２つ以上の組合せ
を含む、請求項１または２記載のクッション。
【請求項４】
　脂肪酸が、１つまたは複数のＣ6～Ｃ26脂肪酸、好ましくは１つまたは複数のＣ6～Ｃ18

脂肪酸である、請求項１～３のいずれか１項記載のクッション。
【請求項５】
　酸コポリマーが、エチレンおよび（メタ）アクリル酸から誘導される繰返し単位を含み
；
　組成物が、エチレン含有ポリマーを含み；かつ、
　エチレン含有ポリマーが、エチレンビニルアセテートコポリマーを含む、請求項１～４
のいずれか１項記載のクッション。
【請求項６】
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　金属イオンがＭｇイオンである、請求項１～５のいずれか１項記載のクッション。
【請求項７】
　脂肪酸が、Ｃ6～Ｃ12脂肪酸の１つまたは複数である、請求項６記載のクッション。
【請求項８】
　組成物をエチレン含有ポリマーと共押出して多層フィルムを生成し、前記エチレン含有
ポリマーは請求項１、３、または５のいずれか１項に記載する通りである、請求項６記載
のクッション。
【請求項９】
　エチレン含有ポリマーが、エチレンメチル（メタ）アクリレートコポリマーを含む、請
求項８記載のクッション。
【請求項１０】
　組成物が、エチレン含有ポリマーを含み、または脂肪酸変性アイオノマーとエチレン含
有ポリマーとのブレンドである、請求項９記載のクッション。
【請求項１１】
　クッションを含むカーペットであって、前記クッションは、請求項１～１０のいずれか
１項に記載する通りであるカーペット。
【請求項１２】
　カーペット用クッションのためのバリア層としてのフィルムまたはシートの使用であっ
て、前記バリア層は、脂肪酸変性アイオノマーおよび場合によりエチレン含有ポリマーを
含み、またはそれらから生成され；組成物は、請求項１～１０のいずれか１項に記載する
通りである使用。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、１つまたは複数の脂肪酸またはその塩を含むアイオノマー組成物およびそれ
を用いた物品に関する。
【背景技術】
【０００２】
　カーペットには一般に、糸ストランドが突き出ている基布層の下に、発泡体クッション
層（カーペット下敷きまたはパッドとも呼ばれる）が設けられている。クッションによっ
て、人の往来(foot traffic)が吸収され、カーペットは感触がよくなり、より長持ちする
。クッションは品質が向上すると、湿気を遮断し、汚れおよび臭気に対処し、部屋間の音
伝達を最小限に抑え、断熱を実現し、また床とカーペットとの間の空気の流れを増大して
、よりうまくより効率的な掃除を実現する。カーペット用クッション材としては、ウレタ
ンフォーム、黄麻、合成繊維、フェルト、発泡ゴム、またはスポンジゴムを挙げることが
できる。ボンデッドウレタンフォームまたはリボンデッドウレタンフォームは、おそらく
最も一般的なクッションであり、再生ポリウレタンから生成され、通常の高弾性ウレタン
または変性ウレタンであり得る。
【０００３】
　利用可能な市販の変形には、カーペット用クッションとその表面に接着させたポリマー
フィルムとの組合せがある。こうしたポリマー層は、クッション自体およびひいては下張
り床への湿気の流入に対して完全なバリアを形成してもよい。このバリアの利点は、汚れ
全体をカーペットから取り除くことが容易になることでカーペットの清浄性を向上するこ
とである。しかし、湿気を透過することができ、または通気性とすることができ、それに
よってクッションの含水量が激減し、かつクッション中で微生物が増殖するのを防止でき
ることが極めて望ましい。
【０００４】
　さらに、カーペット用クッションで使用されるポリマーは、一般に石油化学系である。
リサイクルまたは再生可能性のためにバイオベースとすることができ、または環境に優し
くすることができるカーペット用クッションを開発する必要がある。
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【発明の概要】
【課題を解決するための手段】
【０００５】
　カーペット用クッションはフィルムもしくはシート層を含み、またはフィルムもしくは
シート層をカーペット用クッションにもしくはその上に接着させており、フィルムもしく
はシート層は、エチレン含有ポリマーと場合により共押出(coextruded)もしくはブレンド
された脂肪酸変性アイオノマーを含み、本質的にそれからなり、それからなり、またはそ
れから生成される。「カーペット」という用語は、当業者に周知であるカーペットとラグ
とを包含する。
【発明を実施するための形態】
【０００６】
　大文字で商標を示す。
【０００７】
　「から生成される」という用語は、記載されていない要素をいずれも排除しないという
ことを表す、限定されない用語である。例えば、複合体が酸コポリマーと脂肪酸とを含み
、またはそれらから生成されるとき、酸コポリマーが脂肪酸と反応しない場合には、その
組成物は酸コポリマーと脂肪酸とを含む可能性がある。酸コポリマーが脂肪酸と反応して
、別の単位を生成する場合には、反応後に残存する酸コポリマーがほとんどまたはまった
くないならそれは不正確であるので、組成物は酸コポリマーと脂肪酸とから生成される。
【０００８】
　本明細書に開示されるカーペットは、いずれかの市販カーペットとすることができる。
【０００９】
　脂肪酸変性アイオノマーは、エチレン酸コポリマーから誘導することができる。こうし
た酸コポリマーは、エチレンと、不飽和カルボン酸もしくはＣ3~8α，β－エチレン性不
飽和カルボン酸と、場合により軟質化モノマーとから誘導される繰返し単位を含み、本質
的にそれからなり、またはそれからなることができる。カルボン酸としては、Ｃ1～Ｃ4ア
ルコール（例えば、メチルアルコール、エチルアルコール、ｎ－プロピルアルコール、イ
ソプロピルアルコールおよびｎ－ブチルアルコール）のエステルを含めて、（メタ）アク
リル酸、マレイン酸、フマル酸、イタコン酸、無水マレイン酸、無水フマル酸、マレイン
酸（マレイン酸半エステル）、またはそれらの２つ以上の組合せを挙げることができる。
（メタ）アクリル酸には、アクリル酸、メタクリル酸、またはそれらの組合せが含まれる
。軟質化モノマーは、コポリマーの結晶性を低下させる。軟質化モノマーとしては、アル
キル（メタ）アクリレート（ここで、アルキルは１～８個の炭素原子を有する）を挙げる
ことができる。（メタ）アクリレートは、メタクリレート、アクリレート、またはそれら
の組合せを意味する。酸コポリマーの一例は、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマー（ここで、Ｅはエチ
レンであり、Ｘはカルボン酸であり、Ｙは軟質化コモノマーである）である。Ｘは、ポリ
マーに対して３～３０（４～２５または５～２０）重量％で存在し、かつＹは、ポリマー
に対して０～３０（３～２５または１０～２３）重量％で存在することができる。
【００１０】
　酸コポリマーは、ビニルアセテート、（メタ）アクリレート、またはそれらの２つ以上
の組合せなど１つまたは複数のコモノマーから誘導される繰返し単位を含んでもよい。
【００１１】
　酸コポリマーの一例をＥ／Ｘ／Ｙコポリマーとして記述することができる。ここで、Ｅ
はエチレンであり、Ｘは、上記に開示された少なくとも１つの不飽和カルボン酸とするこ
とができ、Ｙは、アルキルアクリレート、アルキルメタクリレート、またはそれらの組合
せなどの軟質化コモノマーである。Ｘは、Ｅ／Ｘ／Ｙコポリマーに対して約３～約３０重
量％、４～２５重量％、または５～２０重量％で存在することができ、かつＹは、Ｅ／Ｘ
／Ｙコポリマーに対して０～約３５重量％、０．１～３５重量％、または５～３０重量％
で存在する。
【００１２】
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　酸コポリマーの例としては、Ｅ．Ｉ．ｄｕ　Ｐｏｎｔ　ｄｅ　Ｎｅｍｏｕｒｓ　ａｎｄ
　Ｃｏｍｐａｎｙ（Ｗｉｌｍｉｎｇｔｏｎ，　Ｄｅｌａｗａｒｅ）（ＤｕＰｏｎｔ）から
市販されているＮＵＣＲＥＬ（登録商標）など、エチレン（メタ）アクリル酸コポリマー
、エチレン（メタ）アクリル酸ｎ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン（
メタ）アクリル酸イソ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン（メタ）アク
リル酸ｔｅｒｔ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン（メタ）アクリル酸
メチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレン（メタ）アクリル酸エチル（メタ）ア
クリレートコポリマー、エチレンマレイン酸およびエチレンマレイン酸モノエステルコポ
リマー、エチレンマレイン酸モノエステルｎ－ブチル（メタ）アクリレートコポリマー、
エチレンマレイン酸モノエステルメチル（メタ）アクリレートコポリマー、エチレンマレ
イン酸モノエステルエチル（メタ）アクリレートコポリマー、またはそれらの２つ以上の
組合せが挙げられる。
【００１３】
　酸コポリマーは、米国特許第５０２８６７４号明細書に開示されているようなものなど
当業者に周知である方法のいずれによってでも生成することができる。このような方法は
非常によく知られているので、簡潔にするため、本明細書での説明は省略する。
【００１４】
　１つまたは複数の酸コポリマーを、例えばアルカリ金属またはアルカリ土類金属イオン
で部分または完全中和することで、酸コポリマーからアイオノマーを調製する。中和は、
酸コポリマーの酸部分(acid moiety)の約１５～約８０％、約５０～約７５％、約６０～
約１００％、または１００％とすることができる。金属イオンの例としては、リチウム、
ナトリウム、カリウム、マグネシウム、カルシウムもしくは亜鉛、またはそれらの２つ以
上の組合せが挙げられる。
【００１５】
　脂肪酸としては、３６個未満の炭素原子を有するものなどモノ官能性（飽和、不飽和ま
たは多重不飽和）脂肪族脂肪酸を挙げることができる。これらの脂肪酸の塩を使用しても
よい。こうした塩としては、バリウム、リチウム、ナトリウム、亜鉛、ビスマス、カリウ
ム、ストロンチウム、マグネシウム、カルシウム、またはそれらの２つ以上の組合せを挙
げることができ、あるいは酸コポリマーを中和するのに使用したものと同じであってもよ
い。
【００１６】
　脂肪酸（および脂肪酸塩）を酸コポリマーまたはアイオノマーと溶融ブレンドしてもよ
い。１００％中和（コポリマーと脂肪酸中のすべての酸が中和されている）では、Ｃ4か
らＣ36未満、Ｃ6からＣ26、Ｃ6からＣ18、またはＣ6からＣ12の脂肪酸を含めて、炭素含
有量のより低い脂肪酸を使用することができる。脂肪酸の例としては、カプロン酸、カプ
リル酸、カプリン酸、ラウリン酸、ステアリン酸、ベヘン酸、エルカ酸、オレイン酸、リ
ノール酸、またはそれらの２つ以上の組合せが挙げられる。
【００１７】
　溶融ブレンドと同時に、またはそれに引き続いて、酸コポリマーおよび脂肪酸の中和を
実施することができる。酸コポリマーまたはそのアイオノマーと上記に開示された１つま
たは複数の脂肪酸を溶融ブレンドし、続いて溶融ブレンドと１つまたは複数の金属イオン
源を化合させることで、脂肪酸変性アイオノマーを生成することができる。イオン源の量
は、上記に開示された所望の中和度をもたらすことができる量である。溶融ブレンドは、
当業者に周知である（例えば、成分のごま塩状ブレンドを作製することができ、次いで成
分を押出機中で溶融ブレンドすることができる）。また、Ｗｅｒｎｅｒ　＆　Ｐｆｌｅｉ
ｄｅｒｅｒ二軸押出機を使用して、酸コポリマーと脂肪酸とを同時に中和することができ
る。
【００１８】
　脂肪酸変性アイオノマーは、（酸コポリマーおよび脂肪酸に由来する）中和対象の全酸
部分の少なくとも約７０％（あるいは、少なくとも約７５％、少なくとも約８０％、少な
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くとも約８５％、少なくとも約９０％、または少なくとも９５％）または約１００％さえ
も有することがある。
【００１９】
　得られる熱可塑性の脂肪酸変性アイオノマー組成物は、脂肪酸（または脂肪酸塩）およ
びアイオノマーを含み、または本質的にそれらからなる。こうした脂肪酸変性アイオノマ
ーの市販品の例は、ＨＰＦ１００としてＤｕＰｏｎｔから入手可能である。
【００２０】
　組成物は、１つまたは複数の追加のポリマーを組成物に対して約３０～約７０重量％、
約３０～約６０重量％、約３５～約６０重量％、約４０～約５５重量％、約４０～約５０
重量％、または約５０重量％含んでもよい。あるいは、組成物は、エチレン含有ポリマー
を約１～約７０重量％、約２～約６０重量％、または約５～約５０重量％含むことができ
る。
【００２１】
　また、組成物は、顔料（ＴｉＯ2および他の相溶性着色顔料）、染料、フレーク、可塑
剤、接着促進剤、充填剤（例えば、炭酸カルシウム、硫酸バリウム、および／または酸化
ケイ素）、核剤（例えば、ＣａＣＯ3、ＺｎＯ、ＳｉＯ2、またはそれらの２つ以上の組合
せ）、ゴム（天然ゴム、ＳＢＲ、ポリブタジエン、および／またはエチレン－プロピレン
ターポリマーなどゴム様弾性を改善するためのゴム）、安定化剤（例えば、抗酸化剤、紫
外線吸収剤、および／または難燃剤）、加工助剤、またはそれらの２つ以上の組合せを含
めて、さらに添加剤を（組成物に対して）約０．１～約２０％重量％、約２～約１２重量
％、または約１～５重量％含んでもよい。抗酸化剤としては、Ｃｉｂａ　Ｇｅｉｇｙ　Ｉ
ｎｃ．（Ｔａｒｒｙｔｏｗｎ，　Ｎｅｗ　Ｙｏｒｋ）からのＩＲＧＡＮＯＸなどのフェノ
ール系酸化防止剤も挙げることができる。
【００２２】
　例えば、組成物は、ＤｕＰｏｎｔから市販されているＣＯＮＰＯＬなどの表面改質添加
剤を含んでもよい。
【００２３】
　エチレン含有ポリマーとしては、高密度ポリエチレン、低密度ポリエチレン、線状低密
度ＰＥ、極低密度ＰＥまたは超低密度ＰＥ、メタロセンＰＥ；エチレン－プロピレンコポ
リマー；エチレン／プロピレン／ジエンモノマーターポリマー；およびエチレンとアルキ
ル（メタ）アクリレート、ビニルアセテート、一酸化炭素（ＣＯ）、無水マレイン酸、マ
レイン酸エステルなどのマレイン酸誘導体、またはそれらの２つ以上の組合せからなる群
から選択された少なくとも１つのコモノマーとの共重合から誘導されるエチレンコポリマ
ーなどのポリエチレン（ＰＥ）ホモポリマーおよびコポリマーが挙げられる。
【００２４】
　本明細書に記載される組成物に有用なＰＥホモポリマーおよびコポリマーは、チーグラ
ー・ナッタ触媒重合（米国特許第４０７６６９８号明細書および米国特許第３６４５９９
２号明細書）、メタロセン触媒重合、Ｖｅｒｓｉｐｏｌ（登録商標）触媒重合およびラジ
カル重合など種々の周知の方法で調製することができる。
【００２５】
　適当なＰＥの密度は、約０．８６５ｇ／ｃｃ～約０．９７０ｇ／ｃｃの範囲である。
【００２６】
　ブタジエン、ノルボルナジエン、ヘキサジエンおよびイソプレンなど少量のジオレフィ
ン成分を有するエチレンコポリマーも、一般に好適である。エチレン／プロピレン／ジエ
ンモノマーなどのターポリマーも好適である。
【００２７】
　エチレン含有ポリマーとしては、エチレンとビニルアセテート、アルキル（メタ）アク
リレート、ＣＯ、またはそれらの２つ以上の組合せとから誘導される繰返し単位を含み、
本質的にそれからなり、またはそれからなるコポリマーも挙げることができる。
【００２８】
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　エチレンビニルアセテートコポリマーとしては、エチレンとビニルアセテートとの共重
合から誘導されるコポリマー、またはエチレンとビニルアセテートと追加のコモノマーと
の共重合から誘導されるコポリマーが挙げられる。エチレンビニルアセテートコポリマー
中のビニルアセテートコモノマーの量は、全コポリマーの約１～約４５重量％とすること
ができる。例えば、エチレンビニルアセテートコポリマーの２～４５重量％または６～３
０重量％をビニルアセテートから誘導してもよい。エチレンビニルアセテートコポリマー
を、無水マレイン酸またはマレイン酸などの不飽和カルボン酸またはその誘導体を用いた
変性を含めて、当技術分野で周知である方法で変性してもよい。エチレンビニルアセテー
トコポリマーの溶融流量は、ＡＳＴＭ　Ｄ－１２３８に従って測定して０．１～６０ｇ／
１０分または０．３～３０ｇ／１０分であってもよい。異なる２つ以上のエチレンビニル
アセテートコポリマーの混合物を使用することができる。
【００２９】
　エチレンアルキル（メタ）アクリレートコポリマーとしては、エチレンと少なくとも１
つのアルキル（メタ）アクリレート（アルキル部分は、１～１２個または１～４個の炭素
原子を含む）とのコポリマーが挙げられる。エチレン／メチルアクリレートは、エチレン
とメチルアクリレート（ＥＭＡ）とのコポリマーを意味し、エチレン／エチルアクリレー
トは、エチレンとエチルアクリレートとのコポリマー（ＥＥＡ）を意味し、エチレン／ブ
チルアクリレートは、エチレンとブチルアクリレートのコポリマー（ＥＢＡ）を意味する
。
【００３０】
　エチレンコポリマーに組み込まれるアルキル（メタ）アクリレートコモノマーは、全コ
ポリマーに対して約２または５～約４０重量％と変わることができる。アルキル（メタ）
アクリレートコモノマーは、（メタ）アクリレートモノマーの濃度範囲がエチレンアルキ
ル（メタ）アクリレートコポリマー中５～４０重量％または１０～３５重量％とすること
ができる。エチレンアルキル（メタ）アクリレートコポリマーは、オートクレーブまたは
管型反応器を使用してポリマー技術分野において周知の方法で調製することができる。オ
ートクレーブ中で、連続工程として共重合を行うことができる。米国特許第２８９７１８
３号明細書に開示されたものなど撹拌装置を備えたオートクレーブに、エチレン、アルキ
ル（メタ）アクリレート、および場合によりメタノールなどの溶媒（例えば、米国特許第
５０２８６７４号明細書）を、開始剤と共に連続供給する。これらの開示内容は、参照に
より本明細書に援用され、この説明は、簡潔にするため本明細書では省略される。
【００３１】
　管型反応器によって生成されたエチレンアルキル（メタ）アクリレートコポリマーと、
当技術分野で周知であるオートクレーブによって生成されたエチレン／アルキル（メタ）
アクリレートを識別することができる。「管型反応器によって生成された」エチレンアル
キル（メタ）アクリレートコポリマーは、管型反応器などで、高圧および高温で生成され
たエチレンコポリマーを意味する。この場合、それぞれのエチレンおよびアルキル（メタ
）アクリレートコモノマーについて異なる反応速度論の固有の結果は、各モノマーを管型
反応器内の反応流路に沿って意図的に導入することによって軽減または部分的に相殺され
る。こうした管型反応器共重合によって、ポリマー主鎖に沿って相対的不均質度がより高
いコポリマーが生成され（よりブロック状のコモノマー分布）、長鎖分枝の存在が低減さ
れる傾向があり、かつ撹拌装置を備えた高圧オートクレーブ反応器中、同じコモノマー比
で生成されたものより融点が高いことを特徴とするコポリマーが生成される。管型反応器
によって生成されたエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーは、オートクレ
ーブによって生成されたエチレン／アルキル（メタ）アクリレートコポリマーより剛性と
弾性が高い。例えば、米国特許第３３５０３７２号明細書、米国特許第３７５６９９６号
明細書、および米国特許第５５３２０６６号明細書を参照のこと。
【００３２】
　管型反応器によって生成されたエチレン／アルキルアクリレートコポリマーは、ＥＬＶ
ＡＬＯＹ（登録商標）としてＤｕＰｏｎｔから市販されている。



(8) JP 2011-505176 A 2011.2.24

10

20

30

40

50

【００３３】
　組成物は、圧縮成形、射出成形、または押出と成形のハイブリッドなどいくつかの方法
で生成することができる。例えば、方法には、アイオノマーとエチレン含有ポリマーとを
、任意の添加剤と一緒に高温下で混合して、溶融物を生成して、実質的に均質な化合物を
実現するステップを含めることができる。材料は、Ｂａｎｂｕｒｙ、インテンシブミキサ
ー、二軸ロールミル、および押出機など当技術分野で周知である任意の手段を用いて、混
合およびブレンドしてもよい。時間、温度、せん断速度を、最適な分散が確実になるよう
に調節することができる。適切な温度が、ポリマーの良好な混合および他の材料の混合ま
たは分散を確実にすることが望ましい場合がある。ポリマーを約６０℃～約２５０℃、ま
たは約７０℃～約２００℃、または約７０℃～約１５０℃、または約８０℃～約１３０℃
の温度でブレンドすると、均一なブレンドを生成することができる。
【００３４】
　ポリマーを、押出機中、約２５０℃までの温度で溶融ブレンドして、潜在的に良好な混
合を可能にしてもよい。次いで、得られた混合物を、上記に開示された材料と混合するこ
とができる。
【００３５】
　混合した後、成形することができる。シーティングロールまたはカレンダーロールを使
用して、適切な大きさのシートを作製し、成形することができる場合が多い。押出機を使
用して、組成物をペレットに成形してもよい。
【００３６】
　組成物からフィルム（多層フィルムを含む）を作製することができるが、コーティング
、刷毛塗り、浸し塗り、吹付け塗り、共押出、シート押出、押出注型、押出コーティング
、サーマルラミネーション、インフレート法、粉体コーティング、および焼結など周知の
方法、または任意の周知の方法を使用して、溶融加工することによって行われる。フィル
ムを作製する方法は当業者に周知であるので、簡潔にするため、本明細書での説明は省略
する。フィルムの厚みは、約１～約５００ミクロン、約１～約２５０ミクロン、約２～約
２００ミクロン、約５～約１５０ミクロン、または約１０～約１００ミクロンとすること
ができる。
【００３７】
　脂肪酸変性アイオノマーを含むポリマー組成物は、エチレン含有ポリマーとブレンドさ
れているか否かにかかわらず、１枚のフィルムまたはシートとすることもでき、エチレン
含有ポリマーと共押出を行って、多層フィルムまたはシートを生成することもできる。共
押出は、当業者に周知であり、簡潔にするため、説明は省略する。
【００３８】
　脂肪酸変性アイオノマーを含むポリマー組成物のフィルムは、エチレン含有ポリマーと
ブレンドまたは共押出されているか否かにかかわらず、外観のため、かつ摩擦係数を低減
し、それによってクッションの上のカーペットを単純にするため、着色することができる
。
【００３９】
　ポリマー組成物のフィルムまたはシートまたはコーティングは、厚さ１ミル（０．０２
５４ｍｍ）のフィルムでＡＳＴＭ　Ｅ９６に従って測定された水蒸気透過度（ＷＶＴＲ）
が、３８℃および１００％相対湿度（ＲＨ）で測定したとき少なくとも約１０ｇ／ｍ2／
２４時間、約１５ｇ／ｍ2／２４時間、約２５ｇ／ｍ2／２４時間、または約５０ｇ／ｍ2

／２４時間であり得る。フィルムまたはシートはまた、少なくとも１平方インチ当たり８
ポンド（０．５６ｋｇ／ｍ2）の圧力下、修正ミューレン破裂強さ試験で測定して、液体
不透過性を維持するのに十分な程度に耐久性もあり得る。すなわち、カーペット用クッシ
ョンは、クッションの上側表面の上からフィルムまたはシートまたはコーティング層上に
被着した液体を吸収しないが、クッションの下側表面の下からの湿気を空気中に蒸発させ
る。
【００４０】
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　ポリマー組成物のフィルムまたはコーティングはまた、空気透過性が、厚さ１ミルでＯ
ＴＲ（Ｏ2透過度）として測定して、少なくとも１，０００ｃｃ／ｍ2・日、または２，０
００ｃｃ／ｍ2・日、または４，０００ｃｃ／ｍ2・日、または６，０００ｃｃ／ｍ2・日
でもあり得る。ＯＴＲについては、Ｍｏｃｏｎ　ＯＸ－ＴＲＡＮ　２／２１を使用して、
３８℃および５０％ＲＨなど所与の温度および相対湿度で測定することができる。フィル
ムまたはコーティングは、厚さに応じて、ＯＴＲが８，０００ｃｃ／ｍ2・日を超える、
１０，０００ｃｃｃ／ｍ2・日を超える、１５，０００ｃｃ／ｍ2・日を超える、２０，０
００ｃｃ／ｍ2・日を超える、２５，０００ｃｃ／ｍ2・日を超える、３０，０００ｃｃ／
ｍ2・日を超える、または３５，０００ｃｃ／ｍ2・日を超えることがある。
【００４１】
　以前の透析膜の多くは微孔質である。すなわち、これらには、顕微鏡レベルの微細孔が
存在し、それを蒸気が通過するために透過性である。本明細書に開示する組成物は、選択
的透過性バリアとして機能するモノリス膜に形成することができる。モノリス膜は、微孔
質膜とは対照的に、水浸入圧が高く、防水性および防液性であり、かつ適切な条件下で水
蒸気の透過を可能にすると同時に、液体の水に対する良好なバリアを実現することができ
る。モノリス膜は、通風の流れを止めて、熱損失を最小限に抑えるのに役立つことにも優
れている。モノリス膜は、臭気に対するバリアとしても機能し、微孔質膜に比べてよりよ
い引裂強度を有することができる。
【００４２】
　製品には、上記に開示されている脂肪酸変性アイオノマーを含むバリア層で被覆、積層
、共押出、または塗布されたカーペット用クッション（またはパッド）を含むことができ
、あるいはそれから製品を生成することができる。クッションは、上記に開示されている
ウレタンフォーム、黄麻、合成繊維、フェルト、発泡ゴム、またはスポンジゴムなどいず
れの市販カーペット用クッションでもよい。クッションは、その表面またはその一部分が
、脂肪酸変性アイオノマー層にも近接しているエチレン含有ポリマー層でブレンドまたは
共押出されていてもよい１つまたは複数の脂肪酸変性アイオノマーフィルム層で被覆され
、またはそれに近接している。近接しているという意味は、追加の層と脂肪酸変性アイオ
ノマー層の間に測定可能な距離がないか、あるいは約０．００１～約５０ｍｍまたは約０
．０１～約２０ｍｍの距離があるということである。組成物の層は、エチレン含有ポリマ
ー層の層と共押出されているか否かにかかわらず、カーペットとクッションの間に形成す
ることができる。
【実施例】
【００４３】
　ＦＡ変性アイオノマー１：約３８％のステアリン酸を含有するアイオノマー組成物；ア
イオノマーは、エチレン、ｎ－ブチルアクリレート、およびアクリル酸から誘導し、すべ
ての酸基の９７．７％をＭｇイオンで中和した。
【００４４】
　ＨＹＴＲＥＬ：ＤｕＰｏｎｔから入手可能なエラストマー材料（ブチレン／ポリ（アル
キレンエーテル）フタレートコポリマー）。
【００４５】
　ＥＬＶＡＬＯＹ　ＡＣ１６０９：ＤｕＰｏｎｔから入手可能なエチレンメチルアクリレ
ートコポリマー（９重量％のメチルアクリレート）。
【００４６】
　ＦＡ変性アイオノマー２：２１％のステアリン酸を含有し、２４％のＥｌｖａｌｏｙ　
ＡＣ　１２０２４と混合させたアイオノマー；アイオノマーは、エチレン、イソブチルア
クリレートおよびメタクリル酸から誘導し、すべての酸基の７０％をＭｇイオンで中和し
た。
【００４７】
　ＥＬＶＡＬＯＹ　ＡＣ１２０２４：ＤｕＰｏｎｔから入手可能なエチレンメチルアクリ
レートコポリマー（２４重量％のメチルアクリレート）。
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　ＣＯＮＰＯＬ　５Ｂ１０Ｓ１：ＤｕＰｏｎｔから入手可能であり、５％の粘着防止剤お
よび１０重量％のスリップ剤と共にエチレンメタクリル酸担体から作製され、ポリマーフ
ィルムまたはコーティングの表面特性を変性するのに使用される濃縮マスターバッチ。
【００４９】
　本発明のフィルム：ＦＡ変性アイオノマー１およびＥＬＶＡＬＯＹ　ＡＣ　１６０９を
含有する組成物を、押出機中でアイオノマーとエチレンアクリレートコポリマーを共押出
することによって生成した。共押出構造体には、０．３ミルのＥＬＶＡＬＯＹおよび０．
８ミルのＦＡ変性アイオノマー１が含まれていた。押出機の温度（℃）プロファイルを以
下の表に示す。
【００５０】
【表１】

【００５１】
　共押出構造体をバリアフィルム層として、ポリウレタンフォームから生成されたクッシ
ョンの上に配置することによって、カーペット用クッションを形成した。次いで、ＦＡ変
性アイオノマー１フィルムがクッションに直接堅く結合するようにクッションを通常の方
式で加工した。
【００５２】
　対照１フィルム：ＨＹＴＲＥＬとＥＬＶＡＬＯＹ　ＡＣ１６０９のブレンドからバリア
フィルムを作製した点以外は、上記と同じであった。
【００５３】
　対照２フィルム：フィルムは、０．９５ミルのポリプロピレン、０．３９ミルのポリエ
チレン、および０．３６ミルのエチレンビニルアセテートコポリマーを含む共押出フィル
ムに見える市販のポリプロピレンフィルムであった。対照２フィルムは、カーペットパッ
ドで使用される市販のバリアフィルムである。
【００５４】
　以下の表に示した結果から、本発明のフィルムの物理的諸特性およびバリア特性が市販
のカーペットパッドバリアフィルムに匹敵し、またはそれより良好であり、ポリプロピレ
ンとエチレンビニルアセテートの混合物を使用した対照フィルムよりはるかに良好であっ
たことが示唆される。
【００５５】
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【表２】

【００５６】
　別に、上述された共押出フィルムを、ＦＡ変性アイオノマー２およびＣＯＮＰＯＬ　５
Ｂ１０Ｓ１を含有する組成物から作製した。フィルムをポリウレタンフォーム上に積層し
て、上記に開示されたカーペット用クッションを作製した。クッションを印刷適性につい
て試験した。
【００５７】
　ＩＧＴ印刷適性試験機を使用して、以下の手順に従って、アルコール系フレキソ印刷イ
ンクで印刷適性試験を行った。
【００５８】
　基材をキャリアに取り付け、基材ガイド上で印刷用紙と圧胴の間に配置した。試験機を
駆動すると、アニロックスディスクおよび基材は印刷用紙と接触し、ドクターブレードは
アニロックスと接触した。ピペットを用いて、インク数滴をドクターブレードとアニロッ
クスの間のニップに加えた。印刷時に、インクは拭き取られ、アニロックスディスクから
印刷用紙に移され、印刷用紙から基材に移された。次いで、ドクターブレード、アニロッ
クスディスク、および圧胴は自動的に持ち上げられた。基材を取り外して、評価した。
【００５９】
　目視観察によって、優れた印刷品質であるとわかった。
【００６０】



(12) JP 2011-505176 A 2011.2.24

10

【表３】



(13) JP 2011-505176 A 2011.2.24

10

20

30

40

【国際調査報告】
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